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「半導体関連エンジニア」求人、2013年1-6月比14.9倍に増加 

生成AI向けの半導体需要が急速に拡大。注目度高まる「後工程」領域 

「電気・電子・機械・化学・自動車業界」の「半導体関連エンジニア」求人は10年で16.0倍に 

株式会社リクルート（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：北村 吉弘、以下リクルート）は、「半導体関

連エンジニア」に関する求人と転職の動向についてまとめましたのでご報告いたします。 

「半導体関連エンジニア」の求人動向：生成 AI 向けの半導体需要が拡大。「後工程」領域に注目度高まる 

HR エージェント Division ハイキャリア・グローバルコンサルティング 2 部 コンサルタント 増永 聡 

『リクルートエージェント』における 2024 年 1-6 月期の「半導体関連エンジニア」求人は、2013 年同期の

14.9 倍と大幅に増加しています。2016 年以降、各業界での IoT 化の進展により、求人の増加ペースが加速し

ました。2018 年の米中貿易摩擦や 2020 年初頭の新型コロナウイルス感染症の流行で一時的に求人は停滞し

ましたが、2020 年後半以降、在宅勤務の増加や地政学リスクへの関心の高まりとともに求人は再び大幅に増

加しました。特に、PC やスマートフォン、サーバーなどの通信機器の需要増加や、半導体関連工場の国内回

帰が大きな要因となっています。2021 年以降は EV 化やカーボンニュートラル化への取り組みが本格化し、 

「半導体関連エンジニア」の需要が一層高まりました。さ

らに 2023 年以降、生成 AI 向けの半導体需要が急速に拡

大しており、求人も増加しています。 

昨今、半導体業界の中でも特に注目を集めているのが、半

導体の組み立てや外部環境から半導体を保護するパッケ

ージングを行う「後工程」領域です。 

半導体の微細化技術が限界に達しつつある中、後工程が性能向上の重要なカギとして注目されており、3D パ

ッケージングやチップスタッキング技術に大きな関心が寄せられています。 

生成 AI、IoT、5G、自動運転など多様な市場への対応に向けても後工程でのカスタマイズや特殊なパッケー

ジングの需要が高まっています。このため、後工程で使用される製造装置や材料の需要が急増し、関連領域

の求人も増加しています。製造装置や材料を扱う企業では、未経験者の採用も増加しており、求職者にとっ

て新たなキャリアの機会も広がっています。 

・3D パッケージング：複数のシリコンチップを立体的に配置するパッケージング手法 

・チップスタッキング技術：複数のシリコンチップを垂直に積み重ねる技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

半導体需要に関連する主なキーワード

2016年以降 各産業でのIoT化

2018年 米中貿易摩擦

2020年 新型コロナウイルス感染症の流行

在宅勤務の影響で電子デバイスの需要増加

地政学リスクへの関心の高まり

2021年以降 EV（電気自動車）化やカーボンニュートラル化

生成AI向けの半導体需要の拡大

「後工程」領域のニーズ拡大

2020年後半

2023年
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「半導体関連エンジニア」の領域別求人動向：「デバイス開発」のニーズが伸長 

「半導体関連エンジニア」求人のうち「デバイス開発」「製造装置・部品開発」「材料開発」「品質管理・品質

保証」の 4 つの領域を見ると、「デバイス開発」「品質管理・品質保証」「材料開発」が 2017 年度に比べ、い

ずれも 3 倍以上に増加しています。特に「デバイス開発」は 2022 年度から 2023 年度にかけて大きく増加し

ており、ニーズが高まっている様子がうかがえます。 

「デバイス開発」に関する求人においては、「回路」「メモリー」「センサー」「パワー」といったキーワード

が目立っています。これは、主に AI 向けを想定したデータの高速処理および大容量化のニーズや、性能向上

を目指した高度な回路設計のニーズを反映していると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「製造装置・部品開発」「材料開発」に関する求人においては、未経験者の転職事例も増えています。 

【未経験者の「半導体業界」への転職事例】 

●自動車メーカーで生産技術職として部品の加工や搬送機の設計などを行っていた方 

→転職後：半導体製造装置メーカーの開発エンジニア 

●化学メーカーで材料開発を行っていた方 

→転職後：半導体製造装置メーカーのプロセスエンジニア（化学系の工程担当） 

●総合電機メーカーで機械設計を行っていた方 

→転職後：半導体製造装置メーカーの開発エンジニア 

●鉄道会社で運転士として働いていた方 

→転職後：半導体製造装置メーカーのサービスエンジニア 

「半導体業界」でのエンジニア経験がなくとも、理系のバックグラウンドを持ち、何かしらのエンジニア経

験がある方を中心に、積極的に未経験の方を採用対象とする半導体企業が増えています。 

このように「半導体業界」では、経験者に限らず、多様なバックグラウンドを持つ求職者にとっても、新た

なキャリアの機会が広がっています。 
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「半導体関連エンジニア」の業界別求人動向：「電気・電子・機械・化学・自動車業界」の求人が 10 年で

16.0 倍に 

「半導体関連エンジニア」求人のうち「半導体業界」と、半導体業界を除く「電気・電子・機械・化学・自動

車業界」の二つの領域を見ると、「半導体業界」は 2013 年度と比較して 10.7 倍、「電気・電子・機械・化学・

自動車業界」は 16.0 倍となっており、特に「電気・電子・機械・化学・自動車業界」における求人の伸びが

著しいことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば「自動車業界」では、あらゆる部品の製造に不可欠な半導体について、外部調達から内製化に移行す

る動きが進んでいます。また、半導体材料を提案・供給する「化学業界」では、顧客である半導体企業の多

様なニーズに対応するため、「半導体関連エンジニア」を採用して知見を取り入れる動きなどが広がっていま

す。 

こうした背景から、「半導体業界」以外でも「半導体関連エンジニア」求人は増加しており、「半導体業界」

で経験を積んだ「半導体関連エンジニア」が「自動車業界」や「化学業界」などの異なる業界に転職して活

躍の場を広げるケースも増えています。 

【「半導体業界」から異業界への転職事例】 

●半導体メーカーでエンジニアとして回路設計などを行っていた方 

→転職後：自動車部品メーカーの開発エンジニア 

●半導体メーカーでエンジニアとして開発などを行っていた方 

→転職後：化学メーカーでの新規事業開発担当 

●半導体製造装置メーカーでプロセスエンジニアとして設計などを行っていた方 

→転職後：化学メーカーのアプリケーションエンジニア 
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「半導体関連エンジニア」求人への転職時の年収は 600 万円以上の割合が増加 

『リクルートエージェント』における「半導体関連エンジニア」求人への転職時に提示された年収について、

2018 年度と 2023 年度を比較したところ、600 万円以上の割合が 13.1％から 19.5％に増加していました。 

一方で、400 万円未満の割合は 42.7％から 30.3％に減少しています。「半導体関連エンジニア」求人への転職

時には、提示される年収が高くなってきていると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）データセンター関連求人について 

半導体需要の増加を受け、ニーズが高まっているデータセンター領域の求人動向についてご紹介します。 

各業界がデジタルトランスフォーメーション（DX）を進める中で、大量のデータ処理能力を持つデータセン

ターの需要が増加しています。 

以下のグラフは、データセンターに関連する求人を抽出したもので、2013 年度を 1 として、2023 年度には

3.77 倍に増加しています。AI 技術の発展、クラウドサービスの普及、ビッグデータの活用、5G 技術の展開

などが求人増加の背景として考えられます。 

業界別では、新たなデータセンターの建設を担う「建設業界」や、データセンター内のシステムの構築・設

計・運用を担う「IT 通信業界」などの求人の伸びが目立っています。 
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 リクルートグループについて 

1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・自動車・旅行・飲食・美容などの領域において、一人ひ

とりのライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、マッチング＆ソリューション、

人材派遣の3事業を軸に、60を超える国・地域で事業を展開しています。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、 

社会からの期待に応え、一人ひとりが輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供して

いきます。  

詳しくはこちらをご覧ください。  

リクルートグループ：https://recruit-holdings.com/ja/  リクルート：https://www.recruit.co.jp/ 

本件に関する 

お問い合わせ先 

https://www.recruit.co.jp/support/form/ 

https://www.recruit.co.jp/support/form/

